
  

 

 
ROTARY CLUB OF NAGOYA AIRPORT since 29 July,1974 

2210 回例会 

      2025 年 8 月 18 日 (月) 第 5 回       

● 司  会  SAA 松井 ゆか 君  

● 点  鐘  会 長  川口 直也 君 

● 斉    唱 「四つのテスト」 

● 例会行事  ガバナー補佐訪問「ガバナー補佐卓話」 

2760 地区 2025-26 年度東尾張分区ガバナー補佐    

青山 稔 君 

2760地区 2025-26年度筆頭地区副幹事  鈴木 仁志 君 

2760地区 2025-26年度分区幹事        加藤 克己 君 

● ゲ ス ト 名城大学生 大原 直也 様 

 

         会 長 挨 拶             
名古屋空港ロータリークラブ 会長 川口 直也 君 

 
本日もご参加頂き、ありがとうございます。 

本日は、ガバナー補佐訪問です。 

後ほど、青山ガバナー補佐から卓話を頂きます。 

先日、8 月 8 日金曜日に、春日井 RC のホストで、ホテル

プラザ勝川において、東尾張分区 12RC 会長・幹事会が

あり、杉本幹事と参加してきました。 

1 インドシナ難民について 

インドシナ難民について、皆さんはご承知だと思いますが、

今の大学生は、現代史と時事の間で馴染みのない事柄のよ

うです。 

https://www.rhq.gr.jp/what-refugee/p04/ 

1975 年、インドシナ三国（ベトナム・ラオス・カンボジ

ア）では相次いで社会主義体制に移行しましたが、新しい

体制の下で迫害を受けるおそれのある人々や新体制になじ

めない人々がボートで海上へ逃れたり(ボート・ピープル）、

陸路隣国へ逃れました（ランド・ピープル)。 

これらの人々を総称してインドシナ難民といい、その総数

は 約 144 万人に達します。その内約 130 万人がアジア

地域の難民キャンプを経て、また、ボート・ピープルとし

て、アメリカ・オーストラリア・カナダ・日本などへ定住

しました。 

1979 年からは、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR：

United Nations High Commissioner for Refugees）と

ベトナム政府との間で締結された「合法出国に関する 了解

覚書」に基づき、家族再会や人道的なケースの場合に限り

ベトナムからの合法出国を認めるという合法出国計画

（ODP：Orderly Departure Program）が開始されまし

た。ODP によりベトナムを出た人は約 60 万人に達して

います。日本でも 1980 年から ODP による離散家族の呼

寄せが認められることとなりました。 

インドシナ難民の流出は 1979 年にピークを迎えました

が、その後インドシナ三国 の国内状況の安定化により流出

は減少しました。インドシナ難民の大部分は第三国へ定住

し、一部の難民の本国への帰還も進み、国際社会からみた

インドシナ難民問題は一応の終息を迎えています。 （注：

数字は UNHCR の資料を参考としました。） 

2 日本の難民条約加入 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/nanmin/main

3.html 

（1）条約難民とは 

 難民条約（1951 年の難民の地位に関する条約）に定義

された難民の要件に該当すると判断された人を「条約難民」

と呼んでいます。難民条約第 1 条 A（2）で定義された難

民の要件は、以下のとおりです。 

（a）人種、宗教、国籍若しくは特定の社会的集団の構成員

であること又は政治的意見を理由に、迫害を受けるおそれ

があるという十分に理由のある恐怖を有すること 

（b）国籍国の外にいる者であること 

（c）その国籍国の保護を受けることができない、又はその

ような恐怖を有するためにその国籍国の保護を受けること

を望まない者であること 

（2）我が国の難民条約への加入 

 我が国においては、昭和 50 年代前半のインドシナ難民



の大量流出を契機に、難民問題に関する議論が急速な高ま

りを見せました。これを受け、昭和 56 年 6 月の通常国会

において、難民条約・議定書（1967 年の難民の地位に関

する議定書）への加入が承認され、昭和 56 年 10 月 3 日

に難民条約に、昭和 57 年 1 月 1 日に難民議定書に加入、

昭和 57 年 1 月 1 日から同条約・議定書が我が国につい

て発効することとなりました。 

3 インドシナ難民 2 世のロースクール生 

本日は、私の事務所にロースクールのエクスターンシップ

でインドシナ難民の 2 世の学生が来ていますので、インド

シナ難民についてお話をさせて頂きました。 

4 先日、高校生のときに中国から来日し、司法修習生とな

った中国国籍の人とお会いしました。私たちの業界でも、

外国にルーツのある人が珍しいことではなくなってきてい

ます。 

以上をもちまして、会長挨拶とさせて頂きます。ご清聴あ

りがとうございました。 
 

        委 員 会 報 告             

● 出席報告（ 前田 幹太 君）

 

● ニコボックス報告（ 前田 幹太 君 ） 
本日は猛暑の中、訪問させて頂き誠にありがとうございま

す。ガバナー補佐訪問、精一杯努めさせて頂きますので、

最後のクラブ協議会までよろしくお願いいたします。 

東尾張分区ガバナー補佐 青山 稔  君 

            分区幹事 加藤 克己 君 

 

ガバナー補佐をお迎えして     川口 直也 君 

 

青山ガバナー補佐、鈴木筆頭地区副幹事、加藤分区幹事、

ようこそお越し下さいました。ご指導お願いいたします。  

杉本 敦永 君 

 

青山様、鈴木様、加藤様、ようこそ名古屋空港 RC へ 

お越し下さいました。       阿萬 裕子 君 

 

青山ガバナー補佐をお迎えして。  伊藤 康司 君 

 

ガバナー補佐、ようこそ      伊東 由之 君   

 

青山ガバナー補佐、鈴木地区副幹事、加藤分区幹事をお迎

えして、本日は宜しくお願いします。 

稲熊 正徳 君 

 

青山ガバナー補佐、鈴木筆頭地区副幹事、加藤分区幹事 

ようこそ名古屋空港 RC へ。大原直也君、ようこそ。          

入谷 宏典 君 

 

青山ガバナー補佐、鈴木筆頭地区副幹事、加藤分区幹事を

お迎えして。           近藤 和彦 君 

今日も元気で！  

 

ご協力ありがとうございました。 
 

 

2760 地区 2025-26 年度ガバナー補佐  青山 稔 君 

 

皆さんこんにちは、今年度東尾張分区ガバナー

補佐を務めさせていただきます青山稔と申しま

す、瀬戸 RC に所属しております。 

本日はガバナー補佐訪問という事で名古屋空港

RC さんを訪問させて頂いております。宜しくお

願い致します。 

名古屋空港 RC さんに於かれましては、高山光

雄パストガバナー補佐を輩出され、又、地区へ

も多くの方々が出向され大活躍をされておりま

す。 

ロータリー財団、米山記念奨学会へ寄付意識も

高く、寄付累計額を見ましても大変多くの寄付

を納められておられます。 

又、国内外に大変多くの姉妹クラブ・友好クラ

ブをお持ちになっていて、世界でも活躍されて

いる、そんな活動的な実績のあるクラブであら

れます。 

又、私が瀬戸 RC の会長を務めさせて頂いた一

昨年 23-24 年度、同年に会長を務められまし

た阿萬パスト会長、伊藤パスト幹事には会長幹

事会を通じ大変親しくお付き合い頂きました、

本当にお世話になりました、ありがとうござい

ました。 

失言、知識不足な点がございましてもロータリ

会員数 41 出席率 89.74 ％
出席義務者 27 出席義務者 4
出席免除者 8 出席免除者 2
出席合計 35 欠席合計 6

本日の例会

出
席
者

欠
席
者

市川　　孝 君 稲吉　將秀 君 井上　辰男 君
内海　辰巳 君 大河　裕之 君 大野　和宏 君
片山 映理子 君 金井  和治 君 北園　守生 君
國田 武二郎 君 暮沼 勇二郎 君 佐藤　進一 君
菅沼　智大 君 高山　光雄 君 武田　英昭 君
田邊　雅彦 君 中川　敬介 君 中島　俊朗 君
野口　洋高 君 原田　好展 君 前田　幹太 君
松井　ゆか 君 三好　潤 君 武藤　裕一 君
山内　佳紀 君 山北　秀和 君

本日の協力 34 名 48,000      円
本年度の協力累計 359,000    円



ーの友情を以てお許し頂ければ幸いです。 

あらためまして自己紹介をさせて頂きます。 

青山 稔（瀬戸 RC 所属）1958 年（昭和 33

年）1 月 11 日生まれ の 67 歳 瀬戸市で板ガラ

スの販売・施工業を営んでおります。 

RC 歴ですが、2003 年 7 月入会。2016-17

年度 幹事 2023-24 年度 会長を務めさせて

頂きました。 

地区歴としましては 2012 年～21 年まで 9 年

間、地区米山記念奨学委員会に出向させて頂き

ました。 

又、2015-16 私どもの加藤陽一ガバナー年度

には地区スタッフの一員として活動させて頂き

ました。 

25-26 年度は東尾張分区ガバナー補佐として、

鈴木康仁ガバナーの地区方針に沿って、東尾張

分区 12RC の皆様とともに「活気ある！楽しい

ロータリー活動」を進めて行きたいと思ってお

ります。 

 

さて今年 6 月、新年度の始まる寸前にマリオ・

デ・カマルゴ会長辞任という驚くべきニュース

が飛び込んできました。 

すぐに鈴木康仁ガバナーから、地区方針の変更

は無しとのご連絡を頂き、大きな混乱もなく新

年度を迎えることが出来ました。 

新しい RI 会長には フランチェスコ・アレッツ

オ氏がご就任され、RI メッセージ UNITE 

FOR GOOD「よいことのために手を取りあお

う」 会員増強・ポリオ根絶・平和の構築 と

いうメッセージは継承されるとお聞きしており

ます。 

特に会員増強について！ 

 1 に会員増強 2 に会員増強 3 に会員増強

である 

 世界では昨年一年間で 15,000 名強 日本全

地区で 472 名  

2760 地区でも 61 名 、会員数が減少しており

ます。 

危機感を以て会員増強（大会防止）に心かけな

ければなりません。 

※３年間の目標「３Year Roll ing Goals」 

2024-25 年度をトライアル期間の初年度とし

時代の変化とともに、私たちロータリーが具体

的に変化（新化）していくために、３年間のグ

ローバルトライアルを設定し、そのプログラム

を実施します。 

３年間の目標設定の具体的項目は「行動計画

（方針）」の４つの優先事項に基づいていま

す。 

 

 

 

1. インパクトをもたらす 

2. 基盤を広げる 

3. かかわりを促す 

4. 適応する 

 

本年度は２年目であります。 

・Mｙ ROTARY クラブセントラルへ入力

（2024 年度の検証） 

・４つの優先事項に沿って数値目標設定（見直

しと継続） 

・単年度計画から中期計画作成 継続性の文化

の熟成 

・クラブサポートミーティングへの参加 

・会員の参加を促す 

・理事会、次年度リーダー、戦略委員会など巻

き込む議論を促す。 

 

2025-26 年度 第 2760 地区方針 

本年度鈴木ガバナーは地区方針として「ともに

学び、ともに地域社会に貢献しよう！」～夢と

希望に満ちた未来の実現に向かって絆を深め 奉

仕の歯車を力強く廻そう！～と掲げられまし

た。 

今月初めに、鈴木ガバナーから、我々ガバナー

補佐に対し、ガバナー補佐訪問時に、卓話又は

会長幹事懇談会時に以下のようなお話をお願い

したいとのご指示を頂きました。 

１つ目は先ほどお話致しました３年間の目標

「３Year Roll ing Goals」の２年目にあたっ

て、行動計画と 4 つの優先事項の確認、クラブ

セントラルへ入力（2024 年度の検証） 

2 つ目は会員増強について。 

衛生クラブの創設、新たなローターアクトクラ

ブの創設、その他クラブの考えている会員増強

案について 

この件に付きましては例会前の会長幹事懇談会

で確認をさせて頂きました。 

３つ目は、1 年を通じてのポリオ根絶運動につ

いてです。 

 鈴木ガバナーは、1 年を通じてのポリオ根絶

活動（ポリオ例会、ポリオキャンペーン）にか

なり力を入れておられます。 

４月に行われました 2025-26 年度地区研修・

協議会でも特別講師に公益財団法人結核予防会 

理事長 ロータリーポリオ根絶アンバサダーで

あられる 尾身茂氏をお招きし、ポリオ根絶に

向けたロータリークラブの意義について特別講

演を頂きました。 

ご講演の前に、全会員向けの動画メッセージを

頂戴致しております。ここで皆さんに観て頂き

たいと思います。 

 

続きまして、すでに皆さんご承知のように今年



は RFF がございません。RFF 事業から新たなポ

リオ根絶運動へ、という事でお話をさせて頂き

ます。 

「1 年を通じてのポリオ根絶運動」という事

で、WFF・RFF から、ポリオ根絶の理解と意識

を深め各地域でより広く地域の人に対する啓発

活動に変換するということです。 

ガバナー・ガバナー補佐・地区幹事・資金推進

委員長・ポリオプラス／職業研修チーム委員

長・公共イメージ向上委員長・地区ロータリー

奉仕委員長・アドバイザー（地区ラーニングフ

ァシリテーター）で構成されております

『TEAM SUZUKI 』というポリオ根絶に特化

した会議体を設置し、各クラブと連携し、ポリ

オ根絶に向けた側面支援を行う啓発活動への変

換です。どうかご理解を頂きご協力のほど宜し

くお願いいたします。 

当然 RFF をやらないという事で RFF の収益が

なくなります。 

財団寄付金の中のポリオ寄付 30 ドル～40 ドル

をお願いするとともに、ポリオキャンペーンイ

ベントに伴うポリオ寄付のお願いに積極的に取

り組んで頂きたいと考えております。 

 

・東尾張分区の特徴 

 １２クラブ 

 会員数 424 名（6 月月信より） 

・東尾張分区 2025-26 年度行事予定 

 会長幹事懇談会（４回予定）本日が第一回目

（春日井ＲＣホスト） 

・ IM（インターシテ・ミーティング）のご案内 

 FOR THE FUTURE ～明日へのステップ～ 

 2026 年 3 月 15 日（日） 

 名古屋東急ホテル 全員登録でお願いします。 

・地区大会のご案内 

 １日目 2025 年 11 月 8 日（土）  

穂の国とよはし芸術劇場 PLAT 

  ２日目 2025 年 11 月 9 日（日）  

豊川市総合体育館 

 登録・ご参加お願いいたします。 

・RI 国際大会 

 2026 年 6 月 13（ 土）～17 日（水） 台北 

 6 月 13 日（土）地 区ナイト(台北圓山大飯店) 

 

最後に、地区は東尾張分区 名古屋空港ロータリ

ークラブのみなさんのリソースです。 

それぞれのクラブの発展の為に大いに活用して

頂きたいと思います。ともにロータリーを大い

に楽しみましょう！ 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

分区幹事   ガバナー補佐  筆頭地区副幹事 

加藤 克己 君    青山 稔 君      鈴木 仁志 君 

 

 

 


